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今
年
の
梅
雨
明
け
は
、
入
梅
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
の
二
週
間
後
で
し

た
。
そ
の
後
猛
暑
日
が
続
き
、
戻
り

梅
雨
と
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
就
業
中
の
水
分
補
給
や
、
休
憩

な
ど
対
策
を
心
掛
け
て
も
強
烈
な
暑

さ
で
体
調
を
崩
し
救
急
車
を
呼
ぶ
結

果
に
・
・
・
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
治
ま
る
ど
こ
ろ

か
、
感
染
者
が
三
桁
か
ら
四
桁
に
激

増
し
、
富
山
ア
ラ
ー
ト
が
発
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
う
つ
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い
」
の

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
一
刻

も
早
く
安
心
、
安
全
な
毎
日
が
送
れ

る
生
活
に
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

（
山
田
　
政
寛
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
者
紹
介

下
期
入
会
説
明
会
日
程

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

　城
端
地
域

　
　
中
屋
美
恵
子
　
　
中
谷
　
睦
子

　
　
勇
﨑
　
清
孝
　
　
佐
藤
　
律
子

　
　
小
原
　
　
博
　
　
細
川
　
龍
夫

　
　
石
橋
　
澄
枝
　
　
鷲
尾
　
政
二

　
　
竹
内
る
り
子
　
　
田
辺
　
章
子

　平
地
域
　

　
　
坂
本
　
敏
子
　
　
辻
　
　
博
之

　
　
宮
川
眞
知
子
　
　
鉢
呂
　
功

　
　
上
口
　
長
博

　
上
平
地
域

　
　
坂
本
　
宏
史
　
　
今
井
　
政
徳

　
　
山
本
　
孝
志

　
利
賀
地
域

　
　
笠
原
　
洋
子
　

　
井
波
地
域

　
　
松
岩
　
昌
美
　
　
松
井
　
精
一

　
　
野
村
美
佐
江
　
　
山
本
百
合
子

　
　
岩
倉
　
　
猛

　井
口
地
域
　
　
　

　
　
中
嶋
　
仁
美

　福
野
地
域

　
　
水
口
　
和
子
　
　
加
藤
　
友
明

　
　
齋
藤
　
洋
子
　
　
河
合
　
美
雪

　
　
河
合
　
正
子
　
　
中
村
美
知
子

　
　
古
川
　
雅
治
　
　
中
島
恵
美
子

　
　
今
枝
　
正
也
　
　
本
間
　
龍
信

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
安
丸
　
定
昭
　
　
大
居
　
豊
信

　
　
柴
田
　
映
子

　福
光
地
域

　
　
高
松
　
泰
子
　
　
中
村
　
清
志

　
　
松
本
と
し
子
　
　
宮
川
　
　
久

　
　
溝
口
　
桂
子
　
　
嶋
　
　
純
正

　
　
定
村
　
剣
次
　
　
山
下
　
照
美

　
　
田
居
　
講
二
　
　
山
崎
み
は
る

　
　
山
田
　
　
博
　
　
寺
井
　
幸
枝

　
　
森
田
せ
つ
子
　
　
齊
田
　
栄
子

　
　
坂
井
多
鶴
子
　
　
松
原
　
外
幸

　
　
西
頭
　
和
子
　
　
渡
辺
　
哲
也

【
出
前
入
会
説
明
会
】

十
月
十
一
日（
火
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
城
端
市
民
セ
ン
タ
ー
　
二
階
会
議
室

三
月
　
十
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
井
口

（
会
場
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

【
女
性
限
定
入
会
説
明
会
】

十
一
月
十
一
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　

　
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
女
性
限
定
の
入
会
説
明
会
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と
ご
質
問
や
お
話
を
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
聞
か
せ
て
頂

き
ま
す
。 福野シルバーワークプラザ　研修室

午後1時 30分～

　
平
地
域
　

　
　
池
田
　
賢
孝

　
上
平
地
域
　

　
　
村
田
　
　
勉
　
　
河
口
　
　
博

　
福
野
地
域

　
　
島
田
　
雅
弘
　
　
中
村
　
勝
明

　
福
光
地
域

　
　
西
井
　
昭
子
　
　
中
島
　
義
則

　
季
節
の
美
味
し
い
新
鮮
な
野
菜
が

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

　
十
一
月
ま
で
の
毎
月
第
二
・
第
四

　
火
曜
日
に
開
催

　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

開
催
場
所

　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
前

配
分
金
支
払
日

令
和
五
年
版
　
会
員
手
帳
予
約
受
付

ふ
れ
あ
い
市
に
遊
び
に
き
て
ね

【
退
　
　
職
】

　
　
斉
藤
　
敏
一
・
佐
藤
　
律
子

【
新
規
採
用
】

　
　
中
嶋
　
仁
美

運
営
員
紹
介

女
性
限
定
＆
出
前
入
会
説
明
会
の
日
程

令和4年度
下期入会説明会日程

令和4年度
下期入会説明会日程

令和4年10月20日（木）

令和4年11月18日（金）

令和4年12月20日（火）

令和5年  1月20日（金）

令和5年  2月20日（月）

令和5年  3月20日（月）

　
八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
火
）

　
九
　
月
分
　
十
　
月
二
十
日（
木
）

　
十
　
月
分
　
十
一
月
十
八
日（
金
）

　
十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
火
）

申
込
方
法
：
事
務
局
窓
口
か
電
話
で

九
月
末
日
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い
。

一
冊
　
二
九
〇
円

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
ご

近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
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令
和
四
年
度
定
時
総
会
が
五
月
二
十

七
日
（
金
）
に
出
席
者
五
百
四
十
五
名

（
当
日
出
席
百
四
十
六
名
、
委
任
状
、

議
決
権
行
使
会
員
数
三
百
九
十
九
名
を

含
む
）
の
も
と
南
砺
市
福
野
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
「
ヘ
リ
オ
ス
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、「
日
本
経
済
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、
不

安
定
な
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
来
年
十
月
に
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
ま
す
と
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
新
た
に
大

き
な
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
正

に
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
今
後
と
も
安
定
し
た

運
営
が
行
え
る
よ
う
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
い
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動

へ
の
永
年
の
貢
献
を
讃
え
、
優
良
会
員

表
彰
・
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰
、

優
良
職
員
表
彰
並
び
に
今
年
度
よ
り
新

し
く
設
け
ら
れ
た
優
良
組
織
部
会
表
彰

の
あ
と
、
田
中
幹
夫
南
砺
市
長
を
は
じ

め
ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
よ
り
祝
辞
を
賜

令
和
四
年
度
定
時
総
会

開
催
さ
れ
る

り
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
令
和
三
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
等
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

　
会
員
拡
大
と
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
、様
々
な
取
組
を
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
導
入
や
、「
シ

ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
市
」
を
新
た
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
会
員
数
は
前
年
度
よ
り

三
十
四
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
契
約

金
額
は
前
年
度
に
比
べ
て
二
百
六
十
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　
令
和
三
年
度
決
算
報
告

　
令
和
二
年
度
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
事
業
収
益
は
減
少
し

ま
し
た
。

　
事
業
活
動
で
は
、
受
託
事
業
の
減
や

地
区
懇
談
会
な
ど
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
費
用
減
と
な
り

ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
役
員
の
任
期
が
本
総
会

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
理
事

及
び
監
事
選
考
委
員
会
を
設
置
し
て
、

次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し
本
総
会
に

推
薦
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、

専
務
理
事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
城
端
地
域

　
石
村
　
敏
子
　
　
　
篠
原
　
　
正

　
水
上
　
光
代
　
　
　
伊
東
　
　
修

◆
利
賀
地
域

　
野
原
　
恵
子

◆
井
波
地
域

　
寺
西
紀
代
美
　
　
　
小
西
　
省
三

喜
び
の
声

◆
福
野
地
域

　
藤
田
あ
や
子
　
　
　
才
川
　
　
豊

　
齋
藤
　
　
武
　
　
　
林
　
　
雅
美

　
松
島
　
一
子
　
　
　
森
　
き
よ
子

◆
福
光
地
域

　
鵜
野
　
伊
嘉
　
　
　
高
倉
　
重
男

　
高
原
　
忠
正
（
上
平
地
域
）

　
前
田
　
和
彦
（
福
野
地
域
）

　
上
坂
　
清
三
（
福
光
地
域
）

◆
優
良
会
員
表
彰

伊
東
　
　修
（
城
端
地
域
）

　
こ
の
度
、
会
員
表
彰
を
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
関
係
各
位
、
周
り
の
良

き
メ
ン
バ
ー
の
お
陰
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
安
全
第
一
、
健
康
第
一

で
働
け
る
間
は
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
御
指
導
ご
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

寺
西
紀
代
美
（
井
波
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
表
彰
を

頂
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
多
く
の
人
達
と
出

会
い
、
人
付
き
合
い
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
と
就
業
の
安

全
に
心
掛
け
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

齋
藤
　
　武
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
思
い
が
け
な
い
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
私
は
優
良
会
員
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

受
け
て
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
お
陰
で
今
ま
で
務
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
表
彰
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
誠
実
な
仕
事
に
邁

進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鵜
野
　伊
嘉
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
表
彰
を
頂
き
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
シ
ル

バ
ー
会
員
が
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
姿
に
い
つ
も
刺
激
や
パ
ワ
ー
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
受
賞
を
機
に
今

後
一
層
健
康
に
留
意
し
楽
し
ん
で
仕

事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
◆
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

上
坂
　清
三
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
表
彰
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
毎
年
多
く
の
会
員
が
退
会
す
る
こ

と
を
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
新
し

い
仲
間
を
つ
く
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
方
に
声
掛
け
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
自
分
も
健
康
第
一
で
仕
事
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
） 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
） 

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

（
セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
継
続
し
て
二
期

（
四
年
）
以
上
就
任
し
、
そ
の
職
を

退
い
た
者
）

　中
嶋
覺
太
郎
　
　
　
　
　 （
八
年
）

　
船
藤
　
健
治
　
　
　
　
　 （
四
年
） 

感
謝
状
贈
呈
者
（
就
任
期
間
）

（
三
年
以
上
の
無
事
故
継
続

　
　
　
　
　
　
職
群
班
・
就
業
班
） 

優
良
組
織
部
会
表
彰

勤
続
十
年
の
職
員

　
業
務
係
長
　
西
川
　
功
紘

優
良
職
員
被
表
彰
者

新
役
員
紹
介

　
理
事
長
　
長
尾
　
益
勇
　
城
　
　
端

　
副
理
事
長
　
山
田
　
勝
芳
　
平

　
専
務
理
事
　
叶
山
　
勝
之
　
事
務
局
長

　
理
　
　
事
　
山
田
　
政
寛
　
福
　
　
光

　
理
　
　
事
　
野
原
　
勝
二
　
利
　
　
賀

　
理
　
　
事
　
上
林
　
好
美
　
井
　
　
波

　
理
　
　
事
　
松
村
紀
久
雄
　
福
　
　
光

　
理
　
　
事
　
神
田
　
　
清
　
城
　
　
端

　
理
　
　
事
　
齋
藤
　
　
武
　
福
　
　
野

　
理
　
　
事
　
石
田
　
清
子
　
城
　
　
端

　
理
　
　
事
　
川
口
と
み
子
　
福
　
　
光

新
理
　
　
事
　
窪
田
　
喜
作
　
井
　
　
口

新
理
　
　
事
　
影
近
　
博
志
　
福
　
　
光

新
理
　
　
事
　
神
田
　
信
孝
　
福
　
　
野

　
理
　
　
事
　
堀
　
　
淳
子
　
福
　
　
野

新
理
　
　
事
　
中
畠
　
好
夫
　
井
　
　
波

新
理
　
　
事
　
笠
井
　
　
学
　
市
職
員

　
監
　
　
事
　
臼
井
　
芳
雄
　
井
　
　
波

　
監
　
　
事
　
松
田
　
哲
也
　
市
職
員

第
四
号
議
案
　

　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
新
た
な
会
員
制
度
と
し
て
、
賛
助
会
員

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

第
五
号
議
案

　
正
会
員
会
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
賛
助
会
員
の
創
設
に
伴
い
、
会
費
を
規

定
し
ま
し
た
。

城
端
植
木
一
班
　
　
城
端
草
刈
二
班

城
端
除
草
一
班
　
　
平
　
地
域
就
業
班

上
平
地
域
就
業
班
　
　
利
賀
地
域
就
業
班

井
波
除
草
一
班
　
　
福
野
植
木
二
班

福
野
除
草
一
班
　
　
福
野
障
子
一
班

福
光
植
木
一
班
　
　
福
光
草
刈
二
班

エ
ア
コ
ン
一
班
　
　
枝
葉
チ
ッ
プ
一
班

枝
葉
チ
ッ
プ
二
班
　
　

700

年度別会員数

H29

839

800

750

850

H30

830

R１

800

R３

749

R２

783

（人）

令和３年度　事業実績
令和３年度決算額
※（　）内は前年度対比

経常収益

経常費用

当期経常
増 減 額

344,105千円
（△2,119千円）

338,677千円
（△2,488千円）

5,428千円
（369千円） 330,000

350,000

370,000

390,000

410,000

430,000

340,000

360,000

380,000

400,000

420,000

年度別契約金額

H29 H30 R1 R2 R3

（千円）

423,187 422,329

404,175

369,455 366,918

代
表
受
領
の
み
な
さ
ん
　左
か
ら

伊
東
さ
ん
・
寺
西
さ
ん
・
齋
藤
さ
ん
・
鵜
野
さ
ん
・
上
坂
さ
ん
・
髙
田
さ
ん
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令
和
四
年
度
定
時
総
会
が
五
月
二
十

七
日
（
金
）
に
出
席
者
五
百
四
十
五
名

（
当
日
出
席
百
四
十
六
名
、
委
任
状
、

議
決
権
行
使
会
員
数
三
百
九
十
九
名
を

含
む
）
の
も
と
南
砺
市
福
野
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
「
ヘ
リ
オ
ス
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、「
日
本
経
済
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、
不

安
定
な
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
来
年
十
月
に
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
ま
す
と
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
新
た
に
大

き
な
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
正

に
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
今
後
と
も
安
定
し
た

運
営
が
行
え
る
よ
う
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
い
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動

へ
の
永
年
の
貢
献
を
讃
え
、
優
良
会
員

表
彰
・
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰
、

優
良
職
員
表
彰
並
び
に
今
年
度
よ
り
新

し
く
設
け
ら
れ
た
優
良
組
織
部
会
表
彰

の
あ
と
、
田
中
幹
夫
南
砺
市
長
を
は
じ

め
ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
よ
り
祝
辞
を
賜

令
和
四
年
度
定
時
総
会

開
催
さ
れ
る

り
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
令
和
三
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
等
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

　
会
員
拡
大
と
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
、様
々
な
取
組
を
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
導
入
や
、「
シ

ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
市
」
を
新
た
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
会
員
数
は
前
年
度
よ
り

三
十
四
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
契
約

金
額
は
前
年
度
に
比
べ
て
二
百
六
十
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　
令
和
三
年
度
決
算
報
告

　
令
和
二
年
度
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
事
業
収
益
は
減
少
し

ま
し
た
。

　
事
業
活
動
で
は
、
受
託
事
業
の
減
や

地
区
懇
談
会
な
ど
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
費
用
減
と
な
り

ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
役
員
の
任
期
が
本
総
会

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
理
事

及
び
監
事
選
考
委
員
会
を
設
置
し
て
、

次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
し
本
総
会
に

推
薦
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、

専
務
理
事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
城
端
地
域

　
石
村
　
敏
子
　
　
　
篠
原
　
　
正

　
水
上
　
光
代
　
　
　
伊
東
　
　
修

◆
利
賀
地
域

　
野
原
　
恵
子

◆
井
波
地
域

　
寺
西
紀
代
美
　
　
　
小
西
　
省
三

喜
び
の
声

◆
福
野
地
域

　
藤
田
あ
や
子
　
　
　
才
川
　
　
豊

　
齋
藤
　
　
武
　
　
　
林
　
　
雅
美

　
松
島
　
一
子
　
　
　
森
　
き
よ
子

◆
福
光
地
域

　
鵜
野
　
伊
嘉
　
　
　
高
倉
　
重
男

　
高
原
　
忠
正
（
上
平
地
域
）

　
前
田
　
和
彦
（
福
野
地
域
）

　
上
坂
　
清
三
（
福
光
地
域
）

◆
優
良
会
員
表
彰

伊
東
　
　修
（
城
端
地
域
）

　
こ
の
度
、
会
員
表
彰
を
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
関
係
各
位
、
周
り
の
良

き
メ
ン
バ
ー
の
お
陰
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
安
全
第
一
、
健
康
第
一

で
働
け
る
間
は
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
御
指
導
ご
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

寺
西
紀
代
美
（
井
波
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
表
彰
を

頂
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
多
く
の
人
達
と
出

会
い
、
人
付
き
合
い
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
と
就
業
の
安

全
に
心
掛
け
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

齋
藤
　
　武
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
思
い
が
け
な
い
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
私
は
優
良
会
員
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

受
け
て
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
お
陰
で
今
ま
で
務
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
表
彰
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
誠
実
な
仕
事
に
邁

進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鵜
野
　伊
嘉
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
表
彰
を
頂
き
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
シ
ル

バ
ー
会
員
が
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
姿
に
い
つ
も
刺
激
や
パ
ワ
ー
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
受
賞
を
機
に
今

後
一
層
健
康
に
留
意
し
楽
し
ん
で
仕

事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
◆
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

上
坂
　清
三
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
表
彰
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
毎
年
多
く
の
会
員
が
退
会
す
る
こ

と
を
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
新
し

い
仲
間
を
つ
く
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
方
に
声
掛
け
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
自
分
も
健
康
第
一
で
仕
事
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
） 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
） 

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

（
セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
継
続
し
て
二
期

（
四
年
）
以
上
就
任
し
、
そ
の
職
を

退
い
た
者
）

　中
嶋
覺
太
郎
　
　
　
　
　 （
八
年
）

　
船
藤
　
健
治
　
　
　
　
　 （
四
年
） 

感
謝
状
贈
呈
者
（
就
任
期
間
）

（
三
年
以
上
の
無
事
故
継
続

　
　
　
　
　
　
職
群
班
・
就
業
班
） 

優
良
組
織
部
会
表
彰

勤
続
十
年
の
職
員

　
業
務
係
長
　
西
川
　
功
紘

優
良
職
員
被
表
彰
者

新
役
員
紹
介

　
理
事
長
　
長
尾
　
益
勇
　
城
　
　
端

　
副
理
事
長
　
山
田
　
勝
芳
　
平

　
専
務
理
事
　
叶
山
　
勝
之
　
事
務
局
長

　
理
　
　
事
　
山
田
　
政
寛
　
福
　
　
光

　
理
　
　
事
　
野
原
　
勝
二
　
利
　
　
賀

　
理
　
　
事
　
上
林
　
好
美
　
井
　
　
波

　
理
　
　
事
　
松
村
紀
久
雄
　
福
　
　
光

　
理
　
　
事
　
神
田
　
　
清
　
城
　
　
端

　
理
　
　
事
　
齋
藤
　
　
武
　
福
　
　
野

　
理
　
　
事
　
石
田
　
清
子
　
城
　
　
端

　
理
　
　
事
　
川
口
と
み
子
　
福
　
　
光

新
理
　
　
事
　
窪
田
　
喜
作
　
井
　
　
口

新
理
　
　
事
　
影
近
　
博
志
　
福
　
　
光

新
理
　
　
事
　
神
田
　
信
孝
　
福
　
　
野

　
理
　
　
事
　
堀
　
　
淳
子
　
福
　
　
野

新
理
　
　
事
　
中
畠
　
好
夫
　
井
　
　
波

新
理
　
　
事
　
笠
井
　
　
学
　
市
職
員

　
監
　
　
事
　
臼
井
　
芳
雄
　
井
　
　
波

　
監
　
　
事
　
松
田
　
哲
也
　
市
職
員

第
四
号
議
案
　

　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
新
た
な
会
員
制
度
と
し
て
、
賛
助
会
員

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

第
五
号
議
案

　
正
会
員
会
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
賛
助
会
員
の
創
設
に
伴
い
、
会
費
を
規

定
し
ま
し
た
。

城
端
植
木
一
班
　
　
城
端
草
刈
二
班

城
端
除
草
一
班
　
　
平
　
地
域
就
業
班

上
平
地
域
就
業
班
　
　
利
賀
地
域
就
業
班

井
波
除
草
一
班
　
　
福
野
植
木
二
班

福
野
除
草
一
班
　
　
福
野
障
子
一
班

福
光
植
木
一
班
　
　
福
光
草
刈
二
班

エ
ア
コ
ン
一
班
　
　
枝
葉
チ
ッ
プ
一
班

枝
葉
チ
ッ
プ
二
班
　
　

700

年度別会員数

H29

839

800

750

850

H30

830

R１

800

R３

749

R２

783

（人）

令和３年度　事業実績
令和３年度決算額
※（　）内は前年度対比

経常収益

経常費用

当期経常
増 減 額

344,105千円
（△2,119千円）

338,677千円
（△2,488千円）

5,428千円
（369千円） 330,000

350,000

370,000

390,000

410,000

430,000

340,000

360,000

380,000

400,000

420,000

年度別契約金額

H29 H30 R1 R2 R3

（千円）

423,187 422,329

404,175

369,455 366,918

代
表
受
領
の
み
な
さ
ん
　左
か
ら

伊
東
さ
ん
・
寺
西
さ
ん
・
齋
藤
さ
ん
・
鵜
野
さ
ん
・
上
坂
さ
ん
・
髙
田
さ
ん
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昨年度はじめて開催した
「スマホ講習会」。熱気あ
ふれる講習会でした。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
記
念
講

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ア
レ

マ
ー
玉
井
氏
を
お
招
き
し
、

「
笑
っ
て
長
生
き
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
優
良
組
織
部
会
表
彰

髙
田
庄
之
助
（
城
端
植
木
一
班
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
組
織
部
会
表
彰

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
班
を
代
表
し
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
無
事
故
を
継
続
で
き

た
の
も
関
係
各
位
並
び
に
班
員
の
お

陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
去
る
六
月
十
六
日
（
木
）、
富
山
市

の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
、
令
和
四

年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
左
記
の
三
名

が
永
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
水
口
　
武
則
　（
上
平
地
域
）

　
中
嶋
覺
太
郎
　（
福
野
地
域
）

　
船
藤
　
健
治
　（
福
光
地
域
）

　
令
和
四
年
度
会
員

　
　
　
　
　
　
日
帰
り
研
修
実
施
決
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
、
実
施
を
見
送
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
日
帰
り

で
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

日
程

第
一
グ
ル
ー
プ

　
十
月
六
日（
木
）

第
二
グ
ル
ー
プ

　
十
月
七
日（
金
）

　※

募
集
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
会
員
減
少
声
掛
け
運
動
強
化

　
　
　
　
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

　

毎
年
三
十
名
前
後
の
方
が
会
員
の

皆
様
の
お
声
が
け
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー

の
新
し
い
仲
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
強
化
月
間
は
一
月
か
ら

三
月
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
十
月
は
全
国
統
一
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お

し
て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間

に
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開
催
計
画

　
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
部
の
集
い
の
ご
案
内

　
毎
年
恒
例
の
女
性
部
の
集
い
を
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
地
区
内

外
の
会
員
交
流
が
図
れ
る
機
会
で
す
。

お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
参
加

く
だ
さ
い
。

水
口
　武
則
（
上
平
地
域
）

　
こ
の
度
、
県
連
合
会
よ
り
、
身
に

余
る
表
彰
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
自
分
な
が
ら
心
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、

最
近
読
み
書
き
が
だ
ん
だ
ん
と
億
劫

に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
健
康
第
一
だ
と
思
っ
て
無

理
を
せ
ず
に
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

中
嶋
覺
太
郎
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
栄
誉
に
浴

し
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
運
転
業
務
と
施
設
管
理
に

就
業
さ
せ
て
頂
き
そ
の
間
、
多
く
の

方
々
と
の
出
合
い
が
あ
り
、
楽
し
く

元
気
に
働
い
た
事
が
良
い
思
い
出
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

船
藤
　健
治
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
身
に
余
る
表
彰
を
頂
き

嬉
し
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
関
係

各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
シ
協
会
長

　
　
　表
彰
さ
れ
る

全
シ
協
会
長

　
　
　表
彰
さ
れ
る

　
さ
る
六
月
二
十
三
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
た
全
シ
協
の
令
和
四
年
度
定
時

総
会
に
お
い

て
、
当
セ
ン

タ
ー
の
長
尾
益

勇
理
事
長
が
全

シ
協
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

喜
び
の
声

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 左から中嶋会員、長尾理事長、船藤会員

（水口会員は当日欠席されました。）

各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

総
務
委
員
会

　
輪
島
の
朝
市
で
買
い
物
と
、
日
本
海
が

一
望
で
き
る
大
浴
場
で
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

つ
か
り
、
昼
食
で
新
鮮
な
海
の
幸
を
堪
能

し
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。

女
性
部

散策コース散策コース
　松村記念館⇨愛染苑・鯉雨画斎⇨福光城跡・栖霞園
⇨バットミュージアム⇨石黒種麹店⇨解散

安
全
・
適
正
就
業
委
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会

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会

会員加入促進事業による入会者数（人）
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彰

公
益
社
団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　セ
ン
タ
ー
連
合
会
　優
良
会
員
表
彰

表
彰
等
の
基
準

　
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
十
年
以

上
役
員
と
し
て
就
任
し
、
推
薦
時

に
お
い
て
も
、
会
長
又
は
理
事
長

の
職
に
あ
り
、
所
属
セ
ン
タ
ー
の

会
員
増
か
つ
契
約
金
額
増
に
貢
献

し
た
者
と
す
る
。

連
合
会
表
彰
規
程
内
規

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
と
し
て
五
年
以
上
在
籍
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
活
動
を
助
け
、
振
興
に
寄
与

し
、
そ
の
業
績
が
顕
著
で
他
の

模
範
と
な
る
者
。
但
し
、
原
則

と
し
て
、
所
属
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
優
良
会
員

表
彰
を
受
け
て
い
る
者
。

日　　時　10月 20日（木）
時　　間　９時 30分～12時頃まで
集合場所　福光福祉会館　駐車場
会　　費　810円
募集人数　20名
申込方法　　　
９月末までに、電話でシルバーの事務局（☎22-8050）へ申込ください。

“バットのまち” ふくみつめぐり

令和４年度下期開催の独自講演会のご案内

講習会
雪吊り講習会

講習会
笑いヨガ
介護予防講習会
認知予防サポーター養成
申込方法：受講希望者は電話でシルバーの事務所（☎22-8050）へ申込ください

技能講習会

介護予防講習会

定員
２０名

定員

１５名

開催場所
高瀬交流センター

開催場所
福野シルバー
ワークプラザ
研修室

開催時間
９時から１５時

開催時間
１３時３０分から１４時３０分
１３時３０分から１４時３０分
１３時３０分から１５時３０分

日時
１０月２１日

日時
１０月１７日
１２月６日
令和５年２月７日
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昨年度はじめて開催した
「スマホ講習会」。熱気あ
ふれる講習会でした。
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催
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。
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マ
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井
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を
お
招
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し
、

「
笑
っ
て
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き
」
と
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し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
優
良
組
織
部
会
表
彰

髙
田
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之
助
（
城
端
植
木
一
班
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
組
織
部
会
表
彰

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
班
を
代
表
し
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
無
事
故
を
継
続
で
き

た
の
も
関
係
各
位
並
び
に
班
員
の
お

陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
去
る
六
月
十
六
日
（
木
）、
富
山
市

の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
、
令
和
四

年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
左
記
の
三
名

が
永
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
水
口
　
武
則
　（
上
平
地
域
）

　
中
嶋
覺
太
郎
　（
福
野
地
域
）

　
船
藤
　
健
治
　（
福
光
地
域
）

　
令
和
四
年
度
会
員

　
　
　
　
　
　
日
帰
り
研
修
実
施
決
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
、
実
施
を
見
送
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
日
帰
り

で
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

日
程

第
一
グ
ル
ー
プ

　
十
月
六
日（
木
）

第
二
グ
ル
ー
プ

　
十
月
七
日（
金
）

　※

募
集
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
会
員
減
少
声
掛
け
運
動
強
化

　
　
　
　
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業

　

毎
年
三
十
名
前
後
の
方
が
会
員
の

皆
様
の
お
声
が
け
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー

の
新
し
い
仲
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
強
化
月
間
は
一
月
か
ら

三
月
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
十
月
は
全
国
統
一
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お

し
て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間

に
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開
催
計
画

　
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
部
の
集
い
の
ご
案
内

　
毎
年
恒
例
の
女
性
部
の
集
い
を
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
地
区
内

外
の
会
員
交
流
が
図
れ
る
機
会
で
す
。

お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
参
加

く
だ
さ
い
。

水
口
　武
則
（
上
平
地
域
）

　
こ
の
度
、
県
連
合
会
よ
り
、
身
に

余
る
表
彰
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
自
分
な
が
ら
心
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、

最
近
読
み
書
き
が
だ
ん
だ
ん
と
億
劫

に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
健
康
第
一
だ
と
思
っ
て
無

理
を
せ
ず
に
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

中
嶋
覺
太
郎
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
栄
誉
に
浴

し
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
運
転
業
務
と
施
設
管
理
に

就
業
さ
せ
て
頂
き
そ
の
間
、
多
く
の

方
々
と
の
出
合
い
が
あ
り
、
楽
し
く

元
気
に
働
い
た
事
が
良
い
思
い
出
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

船
藤
　健
治
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
身
に
余
る
表
彰
を
頂
き

嬉
し
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
関
係

各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
シ
協
会
長

　
　
　表
彰
さ
れ
る

全
シ
協
会
長

　
　
　表
彰
さ
れ
る

　
さ
る
六
月
二
十
三
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
た
全
シ
協
の
令
和
四
年
度
定
時

総
会
に
お
い

て
、
当
セ
ン

タ
ー
の
長
尾
益

勇
理
事
長
が
全

シ
協
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

喜
び
の
声

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 左から中嶋会員、長尾理事長、船藤会員

（水口会員は当日欠席されました。）

各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

総
務
委
員
会

　
輪
島
の
朝
市
で
買
い
物
と
、
日
本
海
が

一
望
で
き
る
大
浴
場
で
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

つ
か
り
、
昼
食
で
新
鮮
な
海
の
幸
を
堪
能

し
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。
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表
彰
等
の
基
準

　
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
十
年
以

上
役
員
と
し
て
就
任
し
、
推
薦
時

に
お
い
て
も
、
会
長
又
は
理
事
長

の
職
に
あ
り
、
所
属
セ
ン
タ
ー
の

会
員
増
か
つ
契
約
金
額
増
に
貢
献

し
た
者
と
す
る
。

連
合
会
表
彰
規
程
内
規

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
と
し
て
五
年
以
上
在
籍
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
活
動
を
助
け
、
振
興
に
寄
与

し
、
そ
の
業
績
が
顕
著
で
他
の

模
範
と
な
る
者
。
但
し
、
原
則

と
し
て
、
所
属
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
優
良
会
員

表
彰
を
受
け
て
い
る
者
。

日　　時　10月 20日（木）
時　　間　９時 30分～12時頃まで
集合場所　福光福祉会館　駐車場
会　　費　810円
募集人数　20名
申込方法　　　
９月末までに、電話でシルバーの事務局（☎22-8050）へ申込ください。

“バットのまち” ふくみつめぐり

令和４年度下期開催の独自講演会のご案内

講習会
雪吊り講習会

講習会
笑いヨガ
介護予防講習会
認知予防サポーター養成
申込方法：受講希望者は電話でシルバーの事務所（☎22-8050）へ申込ください

技能講習会

介護予防講習会

定員
２０名

定員

１５名

開催場所
高瀬交流センター

開催場所
福野シルバー
ワークプラザ
研修室

開催時間
９時から１５時

開催時間
１３時３０分から１４時３０分
１３時３０分から１４時３０分
１３時３０分から１５時３０分

日時
１０月２１日

日時
１０月１７日
１２月６日
令和５年２月７日
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
折
そ
し
て
厳
し

い
猛
暑
の
中
、
会
員
の
安
全
と
技
術

習
得
を
目
的
と
し
て
、
七
月
二
十
八

日
に
「
高
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
て

講
習
会
が
行
わ
れ
二
十
一
名
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
座
学
で
は
講
師
の
㈲
新
樹

造
園
の
河
合
先
生
よ
り
「
透
か
し
剪

定
」
の
や
り
方
に
つ
い
て
資
料
を
基

に
詳
し
く
丁
寧
に
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。「
ブ
ツ
切
・
刈
込
は
剪
定
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！
」
と
の
テ
ー
マ
に
よ
り
、

特
に
剪
定
と
刈
込
の
違
い
に
つ
い
て

の
技
術
を
高
め
る
方
法
を
指
導
さ
れ

ま
し
た
。

　
定
年
退
職
者
等
の
働
く
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
に
就
業
の
機
会
を
提
供
し
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康

の
増
進
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
社
会
へ
の

寄
与
を
目
的
と
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
南
砺
市

内
の
企
業
・
団
体
・
個
人
の
皆
様
に
、
シ

ル
バ
ー
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
「
賛
助

会
員
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

１
．
会
　
　
費
　
　

　
一
口
　
五
千
円

　（
毎
事
業
年
度
　
四
月
か
ら
翌
年
　

　
　
　
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
会
費
）

２
．
会
員
特
典
　

⑴
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
社

名
（
氏
名
）
の
ご
紹
介
と
リ
ン
ク
の

貼
り
付
け
（
ご
希
望
者
）
を
い
た
し

ま
す
。

⑵
会
報「
げ
ん
き
南
砺
」で
社
名(

氏
名)

の
ご
紹
介
（
希
望
者
）
を
い
た
し
ま

す
。

⑶
会
報
「
げ
ん
き
南
砺
」
及
び
総
会
議

案
書
を
送
り
い
た
し
ま
す
。

３
．
入
会
手
続
き

⑴ 
入
会
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

「
賛
助
会
員
入
会
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
捺
印
後
、
郵
送
に
て

セ
ン
タ
ー
事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

 

⑵ 

入
会
審
査
終
了
後
、
会
費
納
入
依

頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

⑶ 

賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
毎
年
四

月
に
会
費
納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
い
た
だ
け
る

場
合
は
五
月
末
ま
で
に
会
費
を
お
振

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
会
員
は
退
会
届
を
提
出
し

て
い
つ
で
も
退
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「すかし剪定」を学びました

賛
助
会
員
制
度
は
じ
ま
る
。

賛
助
会
員
制
度
は
じ
ま
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
ま
で

あ
と
一
年

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
ま
で

あ
と
一
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

再
拡
大
、
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

再
拡
大
、
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

事
務
局
だ
よ
り

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
段
々
と
日
が

短
く
な
り
ま
す
。
就
業
途
上
は
も

ち
ろ
ん
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
十
年
度
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

減
少
し
て
い
た
事
故
発
生
件
数
が
、
今

年
度
は
八
月
末
現
在
で
昨
年
度
の
発
生

件
数
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
特
に
、傷
害
事
故
は
八
月
末
時
点
で
、

す
で
に
昨
年
度
の
倍
以
上
の
件
数
が
発

生
し
て
お
り
蜂
に
よ
る
事
故
は
二
件
発

生
し
て
い
ま
す
。（
昨
年
は
０
件
で
し
た
。）

　
特
に
今
の
時
期
は
、
巣
作
り
と
繁
殖

を
行
う
た
め
、
も
っ
と
も
蜂
が
攻
撃
的

に
な
り
ま
す
。
作
業
前
に
巣
な
ど
が
な

い
か
入
念
に
確
認
し
、
ハ
チ
ス
プ
レ
ー

や
毒
吸
引
器
、薬
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
蜂
に
刺
さ
れ
た
ら
、
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

令
和
四
年
度
事
故
多
発
　シ
ル
バ
ー
ア
ラ
ー
ト
発
令
か
？

令
和
四
年
度
事
故
多
発
　シ
ル
バ
ー
ア
ラ
ー
ト
発
令
か
？

　
後
の
実
技
講
習
で
は
、「
正
し
い
切

り
方
・
枯
れ
枝
を
残
さ
な
い
」
等
、

よ
り
専
門
的
に
詳
し
く
指
導
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
公
園
内
の
松
・
椿
な
ど
を

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
剪
定
の
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
も
熱

心
に
質
問
が
あ
り
有
意
義
な
講
習
会

で
し
た
。
今
回
の
受
講
者
は
半
数
程

度
が
初
参
加
で
し
た
が
、
中
に
は
七

〜
八
回
の
熱
心
な
受
講
者
も
あ
り
ま

し
た
。

　
私
達
会
員
は
、
講
習
会
で
習
っ
た

こ
と
を
基
に
環
境
に
適
し
た
剪
定
を

行
い
、
お
客
様
に
提
案
し
な
が
ら
よ

ろ
こ
ば
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
の
就
業

に
生
か
し
た
い
で
す
。

　
　
　  

窪
田
喜
作
会
員
（
井
口
地
域
）

　

剪
定
講
習
会

「松の葉むしり」を熱心に聞く会員

　
令
和
五
年
十
月
に
、
消
費
税
に
お

い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
）
が
導
入
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
導
入
後

は
、
課
税
事
業
者
の
み
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
介
在

し
た
取
引
の
み
「
仕
入
税
額
控
除
」

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
消
費
税
制
度
に

お
い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
配

慮
と
し
て
、
年
間
課
税
売
上
高
が
一

千
万
円
以
下
の
事
業
者
は
消
費
税
の

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、
シ

ル
バ
ー
の
会
員
は
、
免
税
の
個
人
事

業
者
に
当
た
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
免
税
事
業

者
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
イ
ン

ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
は
支
払
配

分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
に
つ
い
て

仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
り
、
新

た
に
預
か
り
消
費
税
分
を
納
税
す
る
必

要
が
生
じ
ま
す
。
　
　

　
公
益
法
人
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営

は
収
支
相
償
が
原
則
で
あ
り
、
新
た
な

税
負
担
の
財
源
が
な
く
、
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に

伴
う
新
た
な
税
負
担
は
、
ま
さ
に
運
営

上
の
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
制
度
導

入
後
に
お
い
て
も
安
定
的
な
運
営
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
係
る
適
切
な
措
置
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
南
砺
市
議
会
に
要

望
し
、
先
般
六
月
定
例
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
消
費
税
制
度

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
支
払
い
す
る
配

分
金
に
関
し
て
「
仕
入
税
額
控
除
」
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
は
消
費

税
の
納
税
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後

　
現
在
認
め
ら
れ
て
い
る
配
分
金
に
関

す
る
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な

り
、
セ
ン
タ
ー
は
新
た
に
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
・
・
・

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
取
っ
た
配
分
金

に
含
ま
れ
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
に
な
り
、
感
染
者
数
も
減
少

し
つ
つ
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
、
七
月
に
入
り
再
拡
大
し
ま

し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
感
染
予
防
の
徹

底
を
再
度
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
万
が
一
、
感
染
し
た
場
合
や
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
事

務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

◇
基
本
的
な
感
染
対
策
と
は
・・・

　「三
つ
の
密
」
の
回
避

　「人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
」

　「マ
ス
ク
の
着
用
」

　「手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
」

　「換
気
」
等
を
い
い
ま
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
今
年
度
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

九
　
月
　
剪
定
・
草
刈
作
業
の
安

　
　
　
　
全
対
策

十
　
月
　
剪
定
・
草
刈
作
業
の
安

　
　
　
　
全
対
策

十
一
月
　
雪
吊
作
業
等
の
転
倒
防

　
　
　
　
止
等

作
業
現
場
に
て
安
全
指
導
を
行
い

ま
す
。

マスクの着用 うがい

手指の消毒密閉を避けよう

※

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

スズメバチ一年の活動スズメバチ一年の活動

７月～10月
巣が完成に近く
働き蜂・繁殖ピーク
秋は攻撃性が高まる

凶暴な時期

10 月～３月
新女王蜂のみ
冬眠・越冬

４月～６月
女王蜂が巣づくりを

スタート

６月～７月
産卵・養育・孵化
働き蜂が増える

ポ
イ
ン
ト

安
全
だ
よ
り

事故発生件数（件）
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4.8

14
12

14

10

6

12 12

44

16

障害　　賠責

7

11

7
9
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れ
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送
り
く
だ

さ
い
。

 

⑵ 

入
会
審
査
終
了
後
、
会
費
納
入
依

頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

⑶ 

賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
毎
年
四

月
に
会
費
納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
い
た
だ
け
る

場
合
は
五
月
末
ま
で
に
会
費
を
お
振

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
会
員
は
退
会
届
を
提
出
し

て
い
つ
で
も
退
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「すかし剪定」を学びました

賛
助
会
員
制
度
は
じ
ま
る
。

賛
助
会
員
制
度
は
じ
ま
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
ま
で

あ
と
一
年

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
ま
で

あ
と
一
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

再
拡
大
、
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

再
拡
大
、
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

事
務
局
だ
よ
り

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
段
々
と
日
が

短
く
な
り
ま
す
。
就
業
途
上
は
も

ち
ろ
ん
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
十
年
度
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

減
少
し
て
い
た
事
故
発
生
件
数
が
、
今

年
度
は
八
月
末
現
在
で
昨
年
度
の
発
生

件
数
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
特
に
、傷
害
事
故
は
八
月
末
時
点
で
、

す
で
に
昨
年
度
の
倍
以
上
の
件
数
が
発

生
し
て
お
り
蜂
に
よ
る
事
故
は
二
件
発

生
し
て
い
ま
す
。（
昨
年
は
０
件
で
し
た
。）

　
特
に
今
の
時
期
は
、
巣
作
り
と
繁
殖

を
行
う
た
め
、
も
っ
と
も
蜂
が
攻
撃
的

に
な
り
ま
す
。
作
業
前
に
巣
な
ど
が
な

い
か
入
念
に
確
認
し
、
ハ
チ
ス
プ
レ
ー

や
毒
吸
引
器
、薬
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
蜂
に
刺
さ
れ
た
ら
、
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

令
和
四
年
度
事
故
多
発
　シ
ル
バ
ー
ア
ラ
ー
ト
発
令
か
？

令
和
四
年
度
事
故
多
発
　シ
ル
バ
ー
ア
ラ
ー
ト
発
令
か
？

　
後
の
実
技
講
習
で
は
、「
正
し
い
切

り
方
・
枯
れ
枝
を
残
さ
な
い
」
等
、

よ
り
専
門
的
に
詳
し
く
指
導
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
公
園
内
の
松
・
椿
な
ど
を

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
剪
定
の
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
も
熱

心
に
質
問
が
あ
り
有
意
義
な
講
習
会

で
し
た
。
今
回
の
受
講
者
は
半
数
程

度
が
初
参
加
で
し
た
が
、
中
に
は
七

〜
八
回
の
熱
心
な
受
講
者
も
あ
り
ま

し
た
。

　
私
達
会
員
は
、
講
習
会
で
習
っ
た

こ
と
を
基
に
環
境
に
適
し
た
剪
定
を

行
い
、
お
客
様
に
提
案
し
な
が
ら
よ

ろ
こ
ば
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
の
就
業

に
生
か
し
た
い
で
す
。

　
　
　  

窪
田
喜
作
会
員
（
井
口
地
域
）

　

剪
定
講
習
会

「松の葉むしり」を熱心に聞く会員

　
令
和
五
年
十
月
に
、
消
費
税
に
お

い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
）
が
導
入
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
導
入
後

は
、
課
税
事
業
者
の
み
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
介
在

し
た
取
引
の
み
「
仕
入
税
額
控
除
」

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
消
費
税
制
度
に

お
い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
配

慮
と
し
て
、
年
間
課
税
売
上
高
が
一

千
万
円
以
下
の
事
業
者
は
消
費
税
の

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、
シ

ル
バ
ー
の
会
員
は
、
免
税
の
個
人
事

業
者
に
当
た
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
免
税
事
業

者
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
イ
ン

ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
は
支
払
配

分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
に
つ
い
て

仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
り
、
新

た
に
預
か
り
消
費
税
分
を
納
税
す
る
必

要
が
生
じ
ま
す
。
　
　

　
公
益
法
人
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営

は
収
支
相
償
が
原
則
で
あ
り
、
新
た
な

税
負
担
の
財
源
が
な
く
、
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に

伴
う
新
た
な
税
負
担
は
、
ま
さ
に
運
営

上
の
死
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
制
度
導

入
後
に
お
い
て
も
安
定
的
な
運
営
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
係
る
適
切
な
措
置
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
南
砺
市
議
会
に
要

望
し
、
先
般
六
月
定
例
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
消
費
税
制
度

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
支
払
い
す
る
配

分
金
に
関
し
て
「
仕
入
税
額
控
除
」
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
は
消
費

税
の
納
税
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後

　
現
在
認
め
ら
れ
て
い
る
配
分
金
に
関

す
る
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な

り
、
セ
ン
タ
ー
は
新
た
に
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
・
・
・

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
取
っ
た
配
分
金

に
含
ま
れ
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
に
な
り
、
感
染
者
数
も
減
少

し
つ
つ
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
、
七
月
に
入
り
再
拡
大
し
ま

し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
感
染
予
防
の
徹

底
を
再
度
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
万
が
一
、
感
染
し
た
場
合
や
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
事

務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

◇
基
本
的
な
感
染
対
策
と
は
・・・

　「三
つ
の
密
」
の
回
避

　「人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
」

　「マ
ス
ク
の
着
用
」

　「手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
」

　「換
気
」
等
を
い
い
ま
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
今
年
度
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

九
　
月
　
剪
定
・
草
刈
作
業
の
安

　
　
　
　
全
対
策

十
　
月
　
剪
定
・
草
刈
作
業
の
安

　
　
　
　
全
対
策

十
一
月
　
雪
吊
作
業
等
の
転
倒
防

　
　
　
　
止
等

作
業
現
場
に
て
安
全
指
導
を
行
い

ま
す
。

マスクの着用 うがい

手指の消毒密閉を避けよう

※

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

スズメバチ一年の活動スズメバチ一年の活動

７月～10月
巣が完成に近く
働き蜂・繁殖ピーク
秋は攻撃性が高まる

凶暴な時期

10 月～３月
新女王蜂のみ
冬眠・越冬

４月～６月
女王蜂が巣づくりを

スタート

６月～７月
産卵・養育・孵化
働き蜂が増える

ポ
イ
ン
ト

安
全
だ
よ
り

事故発生件数（件）
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◇表紙（剪定講習会）
◇令和４年度定時総会・優良会員表彰
◇富山県シルバー連合会優良表彰
◇各委員会からのお知らせ・事務局だより
◇安全だより
◇おしらせ

主な内容

〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　720名
男　性　　441人　 　女　性　　279人
　　　　　　　（令和４年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

　
今
年
の
梅
雨
明
け
は
、
入
梅
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
の
二
週
間
後
で
し

た
。
そ
の
後
猛
暑
日
が
続
き
、
戻
り

梅
雨
と
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
就
業
中
の
水
分
補
給
や
、
休
憩

な
ど
対
策
を
心
掛
け
て
も
強
烈
な
暑

さ
で
体
調
を
崩
し
救
急
車
を
呼
ぶ
結

果
に
・
・
・
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
治
ま
る
ど
こ
ろ

か
、
感
染
者
が
三
桁
か
ら
四
桁
に
激

増
し
、
富
山
ア
ラ
ー
ト
が
発
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
う
つ
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い
」
の

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
一
刻

も
早
く
安
心
、
安
全
な
毎
日
が
送
れ

る
生
活
に
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

（
山
田
　
政
寛
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
者
紹
介

下
期
入
会
説
明
会
日
程

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

　城
端
地
域

　
　
中
屋
美
恵
子
　
　
中
谷
　
睦
子

　
　
勇
﨑
　
清
孝
　
　
佐
藤
　
律
子

　
　
小
原
　
　
博
　
　
細
川
　
龍
夫

　
　
石
橋
　
澄
枝
　
　
鷲
尾
　
政
二

　
　
竹
内
る
り
子
　
　
田
辺
　
章
子

　平
地
域
　

　
　
坂
本
　
敏
子
　
　
辻
　
　
博
之

　
　
宮
川
眞
知
子
　
　
鉢
呂
　
功

　
　
上
口
　
長
博

　
上
平
地
域

　
　
坂
本
　
宏
史
　
　
今
井
　
政
徳

　
　
山
本
　
孝
志

　
利
賀
地
域

　
　
笠
原
　
洋
子
　

　
井
波
地
域

　
　
松
岩
　
昌
美
　
　
松
井
　
精
一

　
　
野
村
美
佐
江
　
　
山
本
百
合
子

　
　
岩
倉
　
　
猛

　井
口
地
域
　
　
　

　
　
中
嶋
　
仁
美

　福
野
地
域

　
　
水
口
　
和
子
　
　
加
藤
　
友
明

　
　
齋
藤
　
洋
子
　
　
河
合
　
美
雪

　
　
河
合
　
正
子
　
　
中
村
美
知
子

　
　
古
川
　
雅
治
　
　
中
島
恵
美
子

　
　
今
枝
　
正
也
　
　
本
間
　
龍
信

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
安
丸
　
定
昭
　
　
大
居
　
豊
信

　
　
柴
田
　
映
子

　福
光
地
域

　
　
高
松
　
泰
子
　
　
中
村
　
清
志

　
　
松
本
と
し
子
　
　
宮
川
　
　
久

　
　
溝
口
　
桂
子
　
　
嶋
　
　
純
正

　
　
定
村
　
剣
次
　
　
山
下
　
照
美

　
　
田
居
　
講
二
　
　
山
崎
み
は
る

　
　
山
田
　
　
博
　
　
寺
井
　
幸
枝

　
　
森
田
せ
つ
子
　
　
齊
田
　
栄
子

　
　
坂
井
多
鶴
子
　
　
松
原
　
外
幸

　
　
西
頭
　
和
子
　
　
渡
辺
　
哲
也

【
出
前
入
会
説
明
会
】

十
月
十
一
日（
火
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
城
端
市
民
セ
ン
タ
ー
　
二
階
会
議
室

三
月
　
十
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
井
口

（
会
場
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

【
女
性
限
定
入
会
説
明
会
】

十
一
月
十
一
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　

　
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
女
性
限
定
の
入
会
説
明
会
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と
ご
質
問
や
お
話
を
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
聞
か
せ
て
頂

き
ま
す
。 福野シルバーワークプラザ　研修室

午後1時 30分～

　
平
地
域
　

　
　
池
田
　
賢
孝

　
上
平
地
域
　

　
　
村
田
　
　
勉
　
　
河
口
　
　
博

　
福
野
地
域

　
　
島
田
　
雅
弘
　
　
中
村
　
勝
明

　
福
光
地
域

　
　
西
井
　
昭
子
　
　
中
島
　
義
則

　
季
節
の
美
味
し
い
新
鮮
な
野
菜
が

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

　
十
一
月
ま
で
の
毎
月
第
二
・
第
四

　
火
曜
日
に
開
催

　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

開
催
場
所

　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
前

配
分
金
支
払
日

令
和
五
年
版
　
会
員
手
帳
予
約
受
付

ふ
れ
あ
い
市
に
遊
び
に
き
て
ね

【
退
　
　
職
】

　
　
斉
藤
　
敏
一
・
佐
藤
　
律
子

【
新
規
採
用
】

　
　
中
嶋
　
仁
美

運
営
員
紹
介

女
性
限
定
＆
出
前
入
会
説
明
会
の
日
程

令和4年度
下期入会説明会日程

令和4年度
下期入会説明会日程

令和4年10月20日（木）

令和4年11月18日（金）

令和4年12月20日（火）

令和5年  1月20日（金）

令和5年  2月20日（月）

令和5年  3月20日（月）

　
八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
火
）

　
九
　
月
分
　
十
　
月
二
十
日（
木
）

　
十
　
月
分
　
十
一
月
十
八
日（
金
）

　
十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
火
）

申
込
方
法
：
事
務
局
窓
口
か
電
話
で

九
月
末
日
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い
。

一
冊
　
二
九
〇
円

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
ご

近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。


